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1	 はじめに 

1.1	  Open-It若手の会 
Open-It若手の会は，各研究分野で実際に研究開発を行っ

ている若手研究者・技術者（40歳以下の教員および学生）

から構成され，開発現場での技術交流や研究活動を活発に

するために様々な活動を行っています[1]。 

研究開発の現場では実際に開発を行う多くが若手研究

者・技術者であり，そのほとんどはソフトウェア・ハード

ウェア設計の初心者です。そのため，開発上で何か問題が

起きた場合，初心者が手探りで解決していく必要があり，

間違った解決方法のまま進めてしまう可能性もあります。	  

一方，検出器やデータ収集システムなどの開発現場での

困難は，他の分野の開発現場で既に似たような経験がある

場合が多々あります。そのため，そのノウハウや解決手法

を現場の人々で共有する場を用意できれば，分野の枠に関

係なく実際に役に立つ情報交換が可能です。 

そこで当会では，開発に一番直接携わっている若手研究

者・技術者を集め，普段のフォーマルな研究会では共有す

ることのできない詳細技術の話題や，失敗談，開発上のノ

ウハウ，困難などを共有し，分野を越えた活発な議論を行

う環境を作ることを目的とした活動を行っています。 

具体的には，テレビ会議システムを用いて各研究機関(KEK，

J-PARC，京都大，九州大，東北大，大阪大など)を接続し，

研究開発に関する最新トピックスを紹介する『テレビお茶

会』や，研究開発や実験上の困った事を気軽に質問できる

メーリングリストの運用などを行っています。 

さらに，年に一度，開発を行っている上での困難や失敗

談，技術トレンドなどの共有と異分野間の交流を目的とし

た若手研究会を開催しています。 

 
1.2	 若手研究会 
若手研究会は研究開発を行っている若手の間での交流と

情報共有を目的として 2010年より始まりました。失敗談な

ど普段の研究会では発表しにくい話題を引き出しやすいよ

うに，若手開発者（もしくは開発を始めようとしている若

手研究者）だけを対象にしています。例年 20人程度の参加

人数を集め，個々20分間とやや長めの講演時間を割り当て

ています[2] [3]。巨大な研究会ではないため議論の必要があ

れば時間の延長など柔軟に対応できます。 

  
2	 若手研究会 2015 
2.1	 研究会 
第 5 回となる本年度は南紀白浜（和歌山県）のグランパ

ス inn白浜にて，10月 8日から 10日の 3日間にわたって行

われました。参加者は 18名で，KEK，総研大，東京大，京

都大，大阪大，東北大，九州大，金沢大，若狭湾エネルギー

研究センターなどの全国各地から実験物理分野の若手が集

まりました。加速器実験だけでなく人工衛星や地上観測に

よる宇宙物理，神岡の実験施設を利用した地下素粒子原子

核実験などの様々な分野に及ぶ，検出器やデータ収集シス

テムの最先端の技術や，開発上の苦労話などを共有するこ

とができました。会場の風景を図 1にのせます。 

ATLAS LArグループでのVMEに代わる最先端のplatform

の ATCAを使った開発や KamLANDグループでの高エネル

ギー物理学実験用データ収集システムKiNOKOにTCP/UDP

通信機能を追加する話などは，参加者皆，熱心に聞き入っ

ていました。また，Xilinx 社製 FPGA の論理合成ツールを

ISEから Vivadoに移行する際に苦労した話や，ワイヤボン

ディングの際の素材やボンディングパラメータの紹介など

があり，共通する苦労をしていた参加者の間で有意義な意

見交換が行われていました。さらに，バイアス回路を組み

忘れた失敗談，修正を工夫して従来よりも低消費電力・低

ノイズで使用できるようにした紹介も続き，非常に有用な

情報となっていました。また，開発基板の動作試験の話で

のダイオードの向きを逆に実装してしまった経験の紹介で

は，加速器実験や宇宙物理など様々な分野の参加者の間で

共感が得られ，失敗談の共有によって分野を超えた繋がり

を強化することの意義を強く感じることができました。 

 

 
 

図 1：研究会の様子 
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2.2	 �
����の��� 会 
また，z日目の¦éには，熱ƈ�法によるプリント基板

の製作体験会が行われました。本体験会では，アイnンを

用いて非®ƈÅß回路用のマスクパターンを生基板に熱ƈ

�し，エッNングを行うことでプリント基板の作製を行い

ました。さらに，製作したプリント基板上にオaアンプと

ûúを実装し，回路のŒ©な性能Ÿ�を行いました。作ě

の様子を図 2，3にのせます。 

本体験会を通じて，熱ƈ�法を用いることでŒ©に高Ŕ

度なパターンを引くことができることが分かりました。i

VバーEル基板ではŰƣなƔŞパターンや`タGNDを作る

のは大Æですが，�回の方法を使えばŒ©に製作できるた

め，�éのテスト回路の製作にとても役に立つ経験となり

ました。 
 

 
図 2:製作体験会の様子その 1 

 

 

図 3:製作体験会の様子その 2 
 

3	 �
	に 
�年で 5 度目をƊえた当研究会も皆様の�§力のもと，

İ事řwすることができました。日本各地の研究機関から

多様な研究分野から参加していただき，非常に活発に議論

や技術交流を行うことができました。研究会の集合�Ņを

図 4 にのせます。来年も開催をxÒしておりますので，ť

µがある方はĊ非�参加ください。 

また，Open-It 若手の会ではƠ時会員を£集しています。

当会のメンバーはƑ«の若手研究会のスライドや Open-It

で開催されたセdUー・トレーVングDースのテ@ストな

どのƝųもできます。若手の会iーFーľƘEイト[4]から

Œ©にľƘできますので�お気軽にどう�。2015 年現¿，

全国各地から 100 人を超える若手研究者・技術者が÷Öし

ています。 

最éに，当研究会を開催するにあたり�§力いただきま

した，若手の会運¹Ì員会の皆様，グランパス inn 白浜の

スタッフの方々，また，非常に有意義な研究会を作り上�

てくださった参加者の皆様に心よりìňĺし上�ます。	  

 

 

図 4：集合�Ņ 
 

 
���� 
 

[1] Open-It 若手の会 WebEイト， 

   http://openit.kek.jp/training/wakatetop 

[2] ņÙ直Ğ，ņí白Čħ，á子正剛，高エネルギーVhー

ス 32-3，211 (2013) 
 

[3] 大ņŦ，Š{Ðƕ，高エネルギーVhース 33-3，231 

(2014) 

[4] 若手の会iーFーľƘEイト， 

   http://openit.kek.jp/training/wakatetop/wakateuser/reg

istration 
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